
 本シミュレーションでは、令和６年度決算をベースに15年間の推計を実施
 推計にあたっては、国立社会保障・人口問題研究所の人口推計や「中長期の
経済財政に関する試算」（内閣府）で示された経済成長率など現時点で見込
むことができる条件を前提に推計

 なお、本推計は不確定要素を多く含んでおり、将来に向かって相当の幅を
もってみていただく必要がある
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（単位：百万円）
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（単位：百万円）

※歳入の「繰入金」について、令和６年度以降は財政調整基金からの繰入れは含んでいない
※特定目的基金は、減債基⾦やふるさと基⾦以外の全ての基⾦を計上

R6（決算） R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21

歳　　入　　合　　計 6,563 6,756 7,089 6,898 6,266 8,261 8,688 7,537 7,580 6,150 5,618 5,744 5,626 5,733 5,841 5,639

市町村税 4,170 4,108 4,126 4,141 4,145 4,149 4,152 4,154 4,154 4,154 4,155 4,154 4,151 4,148 4,145 4,142

地方交付税（臨財債含む） 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

交付金・地方譲与税等 460 435 447 457 461 466 470 474 478 482 485 489 493 498 501 505

国・府支出金 780 648 826 733 812 1,449 2,022 1,460 1,530 991 725 725 729 728 733 739

地方債 0 0 0 0 54 730 1,760 1,039 1,165 270 0 0 0 0 0 0

諸収入 356 294 297 297 297 297 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

繰越金、繰入金 792 1,266 1,388 1,265 492 1,165 31 157 0 0 0 123 0 106 209 0

歳　　出　　合　　計 5,953 7,022 6,708 6,461 5,560 8,230 10,610 8,642 8,589 6,535 5,495 5,851 5,520 5,524 6,028 5,591

人件費 1,400 1,442 1,482 1,503 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522 1,522

扶助費 772 709 743 778 815 815 793 793 793 793 793 793 793 793 793 793

公債費 21 21 21 21 21 24 64 159 222 291 304 300 295 291 286 281

建設事業費（災害復旧含む） 472 941 1,697 1,034 254 2,776 5,124 3,325 3,347 1,215 67 393 91 68 489 91

物件費 947 960 1,106 1,206 1,013 1,044 1,283 1,244 1,205 1,212 1,261 1,210 1,249 1,228 1,264 1,334

補助費等 855 1,462 679 744 703 721 798 786 700 688 764 843 844 844 844 844

繰出金 882 1,150 913 917 945 907 942 745 732 746 716 709 707 706 706 707

積立金等 604 337 67 258 287 421 84 68 68 68 68 81 19 72 124 19

▲ 266 381 437 706 31 ▲ 1,922 ▲ 1,105 ▲ 1,009 ▲ 385 123 ▲ 107 106 209 ▲ 187 48

5,746 5,750 5,750 5,941 6,160 6,513 4,607 3,502 2,493 2,108 2,108 2,063 2,063 2,116 2,034 2,034

5,223 4,550 3,216 2,386 2,385 1,980 2,034 1,931 1,985 2,039 2,093 2,097 2,101 2,105 2,109 2,113特 定 目 的 基 金 残 高

区　　分

収 支 過 不 足

財 政 調 整 基 金 残 高



主な費目 考え方

歳
入

市町村税 人口・経済成長率と連動

地方交付税
直近の実績に各年度の扶助費、
繰出金の増加分を加算

国・府支出金 歳出と連動

地方債 歳出と連動

交付金・譲与税等、諸収
入（使用料・手数料、財産
収入、寄附金など）

直近の実績を据え置き
※地方消費税交付金、法人事業税交
付金のみ経済成長率と連動

繰入金
特目基金からの繰入金を
☑ 見込む

□ 見込まない

主な費目 考え方

歳
出

人件費 直近の実績に賃金上昇の影響を反映

扶助費 直近の実績の伸びを反映

補助費等、
物件費

直近の実績の伸び、物価上昇の影響を反映

建設事業費

次のいずれかによる
□ 直近の実績に物価上昇率を乗じた額をベースとし、

大規模事業を個別に積み上げる
☑ 団体の計画値を用いる

公債費
既発分は団体による推計
新発分は歳入の地方債と連動

繰出金

国保特会と後期高齢特会は人口と連動

介護特会は府全体の介護給付費総額の推計値と連
動

公営企業は直近の実績を据え置き
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